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対象疾患 慢性疼痛を有する（既存の鎮痛薬が効かない）がん患者 

アセットの概要 

 

国立国際医療研究センター進藤英雄先生との共同研究により、PAF

（platelet activating factor）シグナルループが慢性疼痛を惹起すること、

また PAF 合成酵素ノックアウトマウスは慢性疼痛を形成しないことを明

らかにし、PAF 合成酵素阻害剤が新たなシーズになることを見出した。 

関連する研究費 

（申請中を含む） 

AMED 次世代がん医療創生研究事業（平成 28〜30 年度） 

論文、特許、共同研究、

grant 

Shindou H, et al., FASEB J, 31: 2973, 2017. 

特許は not yet。脂質アッセイ法を確立（迅速、大量、High sensitivity）。 

 

                        

https://www.ncc.go.jp/jp/epoc/division/supportive_care_research/tsukiji/members/20170728195134.html
https://www.ncc.go.jp/jp/epoc/division/supportive_care_research/tsukiji/index.html
https://www.ncc.go.jp/jp/ri/division/cancer_pathophysiology/index.html
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目 標 

 血小板活性化因子（Platelet activating factor: PAF）を介するPain Loopの遮

断が神経因性疼痛などの難治性疼痛を改善することを明らかにする。 
 当分野確立の神経因性疼痛モデル動物等を用いて、PAFより活性化された

Pain Loopを遮断する鎮痛薬の効果の解析を行う。 
1) PAF産生酵素ノックアウトマウスを用いてのPAF Pain Loopの解析、 
2) siRNA PAF合成酵素ノックダウンマウスを用いての鎮痛効果の解析、 
3) 細胞を用いたPAF Pain Loopの詳細なメカニズムを解析し、 

PAF Pain Loop遮断が鎮痛をきたすというProof of conceptを確立する。 

NSAIDs、オピオイドに続く「PAF Pain Loop遮断による鎮痛薬」という新規カテゴ

リー系薬剤を開発し、企業導出の後、上市をめざす。  

展 望 
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Allodynia Test by a brush 

LPCAT2を特異的に阻害する薬物のスクリーニング 

TSI-01 

Tarui M., et al J Lipid Res, 55: 1386-96, 
2014 

Open Innovation Center 
for Drug Discovery, The 
Univ. of Tokyo, Japan 

特許取得（予定）： 新規リガンドスクリーニング法 
新規リガンドの物質特許 

平成28年度AMED「次世代がん医療創生研究事業」に

採択 (平成28~32年度） 

PAF synthase 2（LPCAT2）ノックアウトマウスは
神経因性疼痛モデルにおいて痛みを感じない 

Pain (+) 

・ 神経因性疼痛モデルマウスにTSI-01を
授与すると痛みが抑制される！ 

・ PAF合成酵素２の阻害薬は慢性疼痛の
軽減に関与する可能性大 

manuscript in preparation, 2016. 

持続する疼痛を抑える新規鎮痛薬の開発 

神経因性疼痛の痛みの維持にPAFが関与する（仮説） 
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